
 

 
 
 
 
 
 

 

大阪東信用金庫（大阪府八尾市・理事長 梶田益男）は、近時の急激な円高の影響により、

事業活動に著しく支障をきたしている中小企業に対し、緊急融資の取り扱いを開始する。 

当金庫は、日本有数の中小企業集積地、いわゆる、「ものづくりの町」である大阪東部地

区をコア営業エリアとしており、取引先の中にはアジア向け輸出を行っている企業も多い。 

今回の急激な円高により、利幅縮小による資金繰り等への影響、および受注先からの生産

調整、ならびに単価引き下げ要請等が懸念されるところである。従って、これらの取引先に

対し「相談窓口」を設置するとともに、機動的に資金支援を行い、地域の金融円滑化に資す

ることを目的とする。 
 

記 

○商品概要 

商品名 ひがしん円高対応緊急融資 

総額 20億円 

取扱開始日 平成 23年 8月 15日 

対象 

円高の影響を受け、一時的に資金が必要となる次に該当する法

人および個人事業者 
・ 円高による輸出の減少などの直接的な影響を受ける場合 
・ 円高を背景とした販売実績や取引先からの受注の減少など

の間接的な影響を受ける場合 
・ その他、支援が必要と認められる場合 

金額 １先あたり 3,000万円以内 

担保 原則不要です 

保証人 原則不要です。ただし、法人の場合は、代表者 1名が必要です。
※審査の結果、ご希望に添いかねる場合があります。 

 
 
 【お問い合わせ先】 

・ 大阪東信用金庫 営業推進部 
０７２－９２３－１９８０（浦野） 

「ひがしん円高対応緊急融資」の取り扱いについて 

 
       ２０１１.８.１２ 

 


